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これまで我々は、フェムト秒レーザーポンプ・軟 X 線レーザープローブの光学系を用いてピコ

秒域のアブレーションダイナミクスの研究を進めてきた。今回は、これまで行なってきた白金に

おける時間分解軟 X 線反射率計測の他に金、タングステンにも対象を拡げ実験を行った。 

チタンサファイアレーザー光（795 nm, 80fs）を照射後各時刻における白金(Pt)、金(Au)、タング

ステン(W)の軟Ｘ線反射像を図に示す。赤矢印で示した部分がアブレーションクレーターエッジで

ある。この場所において、Pt のレーザー照射後数 10ps の時点ではぼんやりとしたリング状の影が

見えている。同様に、W でもよりシャープな影が見えているが、Au では反対に反射率が増加して

いる。講演では、これらの原因についての考察を報告する。 

[1] T. Tomita et al.: Opt. Exp., 20 29329 (2012).  

図：白金、金、タングステンにおけるフェムト秒レーザー照射後の軟 X 線反射像の時間発

展。白金及びタングステンにおいてはアブレーションエッジにおいて過渡的な反射率の

減少が見られるが、金においては反射率の増大が見られる。
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